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2P-7  (P)

ポスターセッション

ケル セチンによる肝再生阻 害とアポトーシスの誘導

Ｏ南郷理恵子　尾関亜弓　塚本幾代（奈良女大 生活環境）

［目的 ］ ケルセチンは野菜や果物に多く含まれているバイオフラボノイドの１つであ

る。フラボノイドは抗腫瘍性をもつという報告と同時に、プロオキシダントとして作用し、

コカルシノゲンであるともいわれている。この相反する作用をもつケルセチンが、正常な

細胞増殖にどのように影響するかを、肝部分切除後の再生肝を用いて検討した。

［方法］ 肝7  0% 部分切除（PH ）直後にケルセチン（２ ０ ０ mg／kg ）を腹腔内投与

し、PH 後2  4 時間の再生肝のDNA 合成 を調べた。再生阻害の機構を明らかにするために、

PH 直後から2  4 時間の再生肝のDNA? 断片化をin situ end-labelingとゲル電気泳動に

よって、癌原遺伝子c-fos, c-jun,癌抑制遺伝子p53,  CDK inhibitor p21 の発現をノザン

ハイブリダイゼーションによって調べた。さらに、p21,p53 のタンパクレベルをウェス

ダンプロッティンクによって定量した。

［結果］ ケルセチンは、肝再生時のＤＮＡ合成を阻害し、この増殖阻害はアポトーシ

スを伴うことが 明らかになった。ＤＮＡ断片化はPH 後２時間で既に検出された。ケルセ

チンによって、c-fos, p21 のmRNA レベルは２時間以内に上昇し、P21 のタンパクレベル

も増加した。しかし、c-jun ｍＲＮＡとp53 のmRNA とタンパク発現には影響しなかった。

即ち、ケルセチンは正常な細胞増殖を阻害し、c-fos mRNA レベルの上昇とP21 mRNA と

タンパク発現の増加を伴って、アポトーシスを誘導することが明らかとなった。

2P-8  （P)　 納豆製造中，及び納豆摂取時の血中ビタミンK   (メナキノンー7) 濃度
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納豆菌によるオカラ発酵でナットウキナーゼと共にビタミンK, が生産できることは既

に報告した（日本農化誌,72: 128, 1998 ）。ビタミンK2 ，特にメナキノンー７タイプは骨
粗霧症予防面から感心が持たれている。今回，納豆製造中，及び納豆摂取時の血中のメ

ナキノンー７濃度について検討した。
【材料・方法】納豆は市販されている３種類の納豆菌（高橋，成瀬，宮城野）を用いて，

蒸煮大豆をPSP 内で37  ℃で発酵させ調製した。ビ タミンＫはイソプロパノール抽出物を

ＯＤＳ･n, 白金－アルミナ触媒カラムを用いたHPLC 法で測定した。血液の凝固一線溶系は

Hellige社トロンボエラストグラフィー，及びＰＴ，ＡＰＴＴをElma社のClot Digitim TE20 を

用いて測定した。
【成績】納豆菌発酵中のビタミンＫとして主に植物由来のフィロキノン，あるいはメナ

キノンー4の濃度に変化はなかったが，納豆菌由来のメナキノンー７濃度が著しく高まるこ
と，特に我が国の市販納豆で最もよく使われている３種類の納豆菌の中では宮城野菌で

発酵したものが最も高濃度であり，その値は37 ℃，24 時間で1,750  μg メナキノンー7／

ｇ湿重量であった。
健常成人５人が納豆5 ～lOOg を摂取した場合，ヒト血中のメナキノンー７濃度の充進は

dose-dependentであり（最高値は57.1±7.7ng/ml 血漿），またその効果は非常 に長く持続
し，48 時間後でも摂取前の ９倍以上のメナキノン-7 濃度であることが分が た。‾方･

今回の摂取量で血液の凝固・線溶系に変化は認められなかった。

63


